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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成21年9月10日(2009.9.10)

【公開番号】特開2008-54997(P2008-54997A)
【公開日】平成20年3月13日(2008.3.13)
【年通号数】公開・登録公報2008-010
【出願番号】特願2006-236966(P2006-236966)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３３４　
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３１１Ａ
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３１２Ｚ
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３２０　

【手続補正書】
【提出日】平成21年7月23日(2009.7.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技球を用いて所定の遊技を行うことが可能であり、遊技領域に設けられた第１の始動
領域に遊技球が入賞したことにもとづいて遊技球が進入し難いまたは進入しない第１の状
態から遊技球が進入しやすい第２の状態となる動作を行う第１の可変入賞装置を備え、前
記第１の可変入賞装置に設けられている特別領域に遊技球が入賞したことにもとづいて遊
技状態を遊技者にとって有利な特定遊技状態に移行させることが可能な遊技機であって、
　前記第１の始動領域に遊技球が入賞しない閉状態と前記第１の始動領域に遊技球が入賞
可能な開状態とに変化可能であり、前記遊技領域に設けられた第２の始動領域に遊技球が
入賞したことにもとづいて当該開状態となる第２の可変入賞装置と、
　前記第１の始動領域に入賞した遊技球を検出して検出信号を出力する検出手段と、
　遊技の進行を制御する遊技制御手段とを備え、
　前記遊技制御手段は、
　前記第２の可変入賞装置の開閉状態を判定する開閉判定手段と、
　該開閉判定手段によって前記第２の可変入賞装置が閉状態であると判定されているとき
に、前記検出手段によって遊技球の入賞が検出されたことにもとづいて、異常報知を実行
する異常報知手段とを含み、
　該異常報知手段は、前記第１の可変入賞装置の状態にかかわらず異常報知を実行可能で
ある
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　開閉判定手段によって第２の可変入賞装置が閉状態であると判定されているときに、検
出手段によって遊技球の入賞が検出された場合、第１の可変入賞装置の動作の開始を禁止
する動作禁止手段を備えた
　請求項１記載の遊技機。
【請求項３】
　第１の始動領域に遊技球が入賞したことに応じて遊技球を払い出す制御を実行する払出
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制御手段を備え、
　前記払出制御手段は、開閉判定手段によって第２の可変入賞装置が閉状態であると判定
されているときに、検出手段によって遊技球の入賞が検出されたことにもとづいて、遊技
球を払い出す制御の実行を禁止する払出制御禁止手段を含む
　請求項１または請求項２記載の遊技機。
【請求項４】
　遊技制御手段は、
　所定の数値を更新する数値更新手段と、
　所定の時期に前記数値更新手段から数値を抽出する数値抽出手段と、
　前記数値抽出手段が抽出した数値にもとづいて識別情報の可変表示の表示結果を特定可
能な情報を決定する表示結果決定手段と、
　遊技機に対する電力供給が開始されたときに、前記数値を初期値に設定する初期化処理
を実行する初期化手段とを含み、
　前記初期化手段が初期化処理を実行したときに、所定の終了条件が成立するまで初期化
処理が実行されたことを示す初期化報知を行う初期化報知手段と、
　前記初期化報知手段が初期化報知を行っているときに、異常報知手段による異常報知の
開始を禁止する異常報知禁止手段とを備えた
　請求項１から請求項３のうちのいずれかに記載の遊技機。
【請求項５】
　特定遊技状態において遊技球が入賞しない状態から入賞しやすい状態に変化可能な特別
可変入賞装置と、
　前記特別可変入賞装置に入賞した遊技球を検出して検出信号を出力する入賞検出手段と
を備え、
　遊技制御手段は、前記入賞検出手段からの前記検出信号を入力したか否かを判定する入
賞判定手段を含み、
　異常報知手段は、前記特定遊技状態以外の遊技状態において前記入賞判定手段が前記検
出信号を入力したことにもとづいて、異常報知を実行する
　請求項１から請求項４のうちのいずれかに記載の遊技機。
【請求項６】
　遊技制御手段は、遊技進行状態を示すデータにもとづいて可変表示装置および特別可変
入賞装置の状態を制御する状態制御手段を含み、
　異常報知手段は、前記遊技進行状態を示すデータが所定範囲の数値を示しているときに
、入賞判定手段が検出信号を入力したことにもとづいて、異常報知を実行する
　請求項５記載の遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】削除
【補正の内容】
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